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本
市
出
身
者
に
と
っ
て
は
人
生
の

節
目
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
ま

た
故
郷
阿
久
根
に
と
っ
て
も
郷
土

愛
・
母
校
愛
に
あ
ふ
れ
た
心
温
ま
る

伝
統
行
事
と
し
て
半
世
紀
以
上
に
わ

た
り
大
切
に
受
け
継
が
れ
て
い
る

「
華
の
50
歳
組
」
に
今
年
も
全
国
各

地
か
ら
約
６
０
０
人
が
参
加
。
在
校

生
や
大
勢
の
観
客
ら
の
歓
声
に
包
ま

れ
る
中
、
懐
か
し
い
母
校
の
グ
ラ
ン

ド
で
童
心
に
か
え
り
、
爽
や
か
な
汗

を
流
し
ま
し
た
。

今
年
の
「
50
歳
組
」
の
対
象
者
は
、

昭
和
26
年
か
ら
28
年
生
ま
れ
の
方
々

で
す
。
折
し
も
今
年
は
、
阿
久
根
市

も
昭
和
27
年
４
月
の
市
制
施
行
か
ら

50
年
と
い
う
節
目
の
年
に
あ
た
り
ま

す
。
ま
た
、
学
校
給
食
が
全
国
の
小

学
校
で
実
施
さ
れ
た
の
も
昭
和
27
年

か
ら
で
す
。
当
時
は
「
上
海
帰
り
の

リ
ル
」
や
「
リ
ン
ゴ
追
分
」
な
ど
の

歌
が
流
行
し
た
時
代
で
す
。

運
動
会
を
翌
日
に
控
え
た
10
月
５

日
に
は
、
市
主
催
の
歓
迎
レ
セ
プ
シ

ョ
ン
が
グ
ラ
ン
ビ
ュ
ー
あ
く
ね
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
は
、
市
内
全
小

学
校
の
対
象
者
約
５
３
０
人
が
参
加
。

開
会
に
先
立
ち
、
阿
久
根
中
学
校
吹

奏
楽
部
の
皆
さ
ん
に
よ
る
歓
迎
の
演

奏
が
披
露
さ
れ
る
と
会
場
は
あ
ふ
れ

ん
ば
か
り
の
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

全
国
各
地
か
ら
参
加
し
て
い
た
だ

い
た
「
華
の
50
歳
組
」
の
皆
さ
ん
に

斉
藤
市
長
、
山
田
市
議
会
議
長
か
ら

歓
迎
の
こ
と
ば
が
贈
ら
れ
た
後
、
50

歳
組
を
代
表
し
て
、
若
松
豊
治
さ
ん

（
大
川
小
学
校
卒
）
が
「
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
た
昭
和
39
年

に
卒
業
し
て
以
来
、
30
数
年
ぶ
り
に

こ
う
し
て
故
郷
に
帰
っ
て
く
る
機
会

を
与
え
て
く
れ
た
豊
か
な
自
然
と
人

情
味
あ
ふ
れ
る
故
郷
阿
久
根
の
発
展

を
心
か
ら
祈
念
申
し
あ
げ
ま
す
。
明

日
は
、
お
互
い
に
一
生
懸
命
が
ん
ば

り
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
参
加

者
ら
は
、
旧
友
と
の
久
し
ぶ
り
の
再

会
に
懐
か
し
さ
も
ひ
と
し
お
の
様
子

で
、
焼
酎
を
片
手
に
お
互
い
の
近
況

報
告
や
明
日
の
運
動
会
の
こ
と
、
子

ど
も
の
頃
の
思
い
出
話
し
な
ど
、
話

題
は
尽
き
る
こ
と
な
く
、
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

－２－

市
内
の
各
小
学
校
で
10
月
６
日
、
一
斉
に
秋
の
大
運

動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
「
華
の
50

歳
組
」

の
皆
さ
ん
が
懐
か
し
い
友
と
再
会
。
38
年
ぶ
り
に
母
校

の
運
動
会
に
参
加
し
、
感
動
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

全国各地から約530人が参加したレセプション

横断幕を用意して帰省者を出迎える皆さん

在校生らと、38年ぶりに母校のグランドを駆ける50歳組の皆さん



思
い
が
け
ず
届
い
た
「
華
の
50
歳

組
」
の
招
待
状
。
こ
れ
に
感
激
し
た

男
性
か
ら
、
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
市
内
の
全
小
学
校
と
阿
久
根
中
学

校
に
教
育
用
の
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
が

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

贈
り
主
は
、
静
岡
県
浜
松
市
で
教

育
ソ
フ
ト
制
作
会
社
を
経
営
す
る
福

地
三
則
さ
ん
で
す
。
福
地
さ
ん
は
、

昭
和
40
年
に
阿
久
根
小
学
校
を
卒

業
、
中
学
一
年
生
の
夏
休
み
に
父
親

の
仕
事
の
関
係
で
三
重
県
に
転
校
。

以
来
、
全
国
各
地
で
過
ご
す
中
で
、

阿
久
根
も
思
い
出
の
１
コ
マ
と
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
同
氏
の
名
前
を
見
つ
け
た
同
級

生
か
ら
の
連
絡
で
初
め
て
「
華
の
50

歳
組
」
の
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

50
歳
と
い
う
人
生
の
節
目
に
故
郷

か
ら
届
い
た
招
待
状
は
、
同
氏
に
と

っ
て
「
故
郷
が
突
然
も
ど
っ
て
き
た

驚
き
と
喜
び
」
と
な
り
、
故
郷
阿
久

根
を
改
め
て
実
感
。
そ
の
お
返
し
に

と
、
自
社
で
制
作
し
た
教
育
用
ソ
フ

ト
『
ス
モ
ッ
カ
シ
リ
ー
ズ
』
の
中
か

ら
各
学
校
が
希
望
し
た
ソ
フ
ト
３
種

類
ず
つ
、
全
校
合
わ
せ
て
15
種
類
、

本
数
に
し
て
既
存
パ
ソ
コ
ン
台
数
分

と
な
る
７
５
３
本
を
寄
贈
。
６
日
、

母
校
の
阿
久
根
小
学
校
で
50
歳
組
競

技
終
了
後
に
贈
呈
式
が
あ
り
、
同
氏

か
ら
斉
藤
市
長
に
目
録
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

並
行
在
来
線
川
内
〜
八
代
間
を
運

営
す
る
第
三
セ
ク
タ
ー
鉄
道
会
社
が

10
月
31
日
、
会
社
登
記
さ
れ
正
式
に

発
足
し
ま
し
た
。
九
州
新
幹
線
鹿
児

島
ル
ー
ト
開
通
に
合
わ
せ
た
平
成
16

年
春
の
開
業
を
目
指
し
、
い
よ
い
よ

本
格
的
に
動
き
始
め
ま
す
。

鹿
児
島
・
熊
本
両
県
に
ま
た
が
る

全
長
約
１
１
７
㌔
に
列
車
を
走
ら
せ

る
新
会
社
の
社
名
は
、
肥
後
と
薩
摩

か
ら
一
文
字
ず
つ
取
り
入
れ
、
柑
橘

類
の
一
大
産
地
で
あ
る
沿
線
地
域
の

動
脈
に
ふ
さ
わ
し
く
明
る
い
イ
メ
ー

ジ
の
『
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
』
に
決

定
。
社
長
に
は
黒
田
武
一
郎
熊
本
県

副
知
事
、
副
社
長
に
は
迫
田
昌
鹿
児

島
県
企
画
部
長
が
就
任
し
ま
し
た
。

新
会
社
は
、
鹿
児
島
・
熊
本
両
県

と
沿
線
の
５
市
５
町
（
川
内
市
・
阿

久
根
市
・
野
田
町
・
高
尾
野
町
・
出

水
市
・
水
俣
市
・
津
奈
木
町
・
芦
北

町
・
田
浦
町
・
八
代
市
）
が
合
同
で

設
立
。
資
本
金
15
億
６
０
０
０
万
円

等
を
含
む
初
期
投
資
額
は
約
65
億
円

で
運
行
形
態
は
非
電
化
（
デ
ィ
ー
ゼ

ル
）、
運
賃
は
現
行
Ｊ
Ｒ
の
１
・
３

倍
に
引
き
上
げ
る
一
方
、
運
行
本
数

を
増
や
す
こ
と
で
総
走
行
キ
ロ
数
も

１
・
３
倍
と
し
利
便
性
を
高
め
ま
す
。

本
社
は
当
面
、
熊
本
市
に
置
く
も

の
の
、
開
業
時
に
は
八
代
市
へ
移
す

他
、
車
両
基
地
は
出
水
駅
、
乗
務
員

宿
泊
施
設
は
川
内
駅
・
出
水
駅
・
八

代
市
駅
、
工
務
セ
ン
タ
ー
は
阿
久
根

駅
・
佐
敷
駅
に
設
置
さ
れ
ま
す
。

着
々
と
整
備
が
進
む
九
州
新
幹
線

と
は
対
照
的
に
、
並
行
在
来
線
の
第

三
セ
ク
タ
ー
化
に
つ
い
て
は
、
一
時

期
、
厳
し
い
経
営
予
想
が
示
さ
れ
た

こ
と
な
ど
か
ら
会
社
の
設
立
自
体
が

危
ぶ
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
本
市
で
は
１
千
人
を
超

え
る
市
民
が
結
集
し
た
昨
年
９
月
の

『
並
行
在
来
線
鉄
道
存
続
の
た
め
の

市
民
集
会
』
を
は
じ
め
、
皆
さ
ま
の

力
強
い
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

鉄
道
存
続
の
運
動
を
展
開
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、「
地
域
住
民
の

足
で
あ
る
レ
ー
ル
を
何
と
か
残
し
た

い
」
と
い
う
沿
線
自
治
体
の
強
い
思

い
が
一
つ
に
な
り
、
会
社
設
立
が
実

現
し
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
議
論
を
経
て
、
よ
う

や
く
残
っ
た
レ
ー
ル
で
す
。
沿
線
地

域
の
貴
重
な
交
通
手
段
と
し
て
、
大

切
に
育
て
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
経
営
の
安
定
化
と
い
う
重
要

な
課
題
も
あ
り
ま
す
。
鹿
児
島
・
熊

本
両
県
と
沿
線
自
治
体
で
は
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
連
携
を
深
め
な
が
ら
、

支
援
体
制
を
整
え
て
い
く
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

－３－

通学生をはじめ、住民の大切な交通手段と
して利用される鉄道（＝ＪＲ阿久根駅構内）

贈呈式で斉藤市長と対面する福地さん（写真右） 今回寄贈されたソフト『スモッ
カシリーズ』のパンフレット



市
制
施
行
50
周
年
記
念
事
業
の
一

環
と
し
て
10
月
13
日
、「
健
康
づ
く

り
フ
ェ
ア
」
が
市
総
合
体
育
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

フ
ェ
ア
で
は
、
講
演
会
や
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
の
実
技
体
験
、
健
康
や
介

護
な
ど
の
相
談
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

に
よ
る
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
学
校
給
食

や
健
康
増
進
に
関
す
る
作
品
、
福
祉

介
護
用
品
の
展
示
な
ど
、
健
康
を
テ

ー
マ
と
し
た
多
彩
な
催
し
が
あ
り
、

大
勢
の
市
民
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
、
鹿
児
島
陸
上
競
技

協
会
参
与
の
田
邉
正
敏
氏
が
「
正
し

い
歩
き
方
」
と
題
し
て
講
演
し
「
歩

く
こ
と
（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）
は
年

齢
・
性
別
を
問
わ
ず
、
時
間
や
場
所

に
制
限
が
な
く
、経
費
が
か
か
ら
ず
、

競
争
す
る
必
要
も
な
い
。
ぜ
ひ
、
今

日
か
ら
で
も
一
日
一
万
歩
を
目
標
に

歩
い
て
く
だ
さ
い
」
と
強
調
。
さ
ら

に
よ
り
効
果
を
高
め
る
た
め
に
「
背

筋
を
ま
っ
す
ぐ
、
腕
を
大
き
く
振
り

ひ
ざ
を
伸
ば
し
て
か
か
と
か
ら
。
ス

ピ
ー
ド
は
お
よ
そ
時
速
６
㌔
、
１
０

０
㍍
１
分
の
速
さ
を
目
安
に
」
な
ど

と
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
た
後
、
同
氏

の
実
技
指
導
に
よ
り
参
加
者
全
員
で

歩
く
姿
勢
や
一
定
の
ス
ピ
ー
ド
で
歩

く
コ
ツ
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
日
は
、
社
会
体
育
の
振

興
・
発
展
に
多
大
な
功
績
の
あ
っ
た

32
人
、
３
団
体
を
讃
え
る
表
彰
式
も

あ
り
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り

で
す
。

※
敬
称
略

○
社
会
体
育
功
労
者

▽
下
田
京
子
（
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
協
会
会
長
）
▽
竹
之
内
美
代
子

（
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
普
及
）
▽
田

上
鈴
子
（
同
）
▽
川
畑
千
代
子
（
同
）

▽
盛
永
澄
男
（
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
指
導
）

○
社
会
体
育
優
秀
選
手

▽
坂
元
亮
太
（
全
国
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
出
場
、
陸
上
）
▽
寺
地

裕
助
（
同
）
▽
沼
田
直
人
（
同
）
▽

徳
田
哲
志
（
同
）
▽
福
田
健
吾
（
同
）

▽
川
畑
輝
薫
（
同
）
▽
吉
松
錬
（
同
）

▽
柏
木
隆
介
（
全
国
中
学
校
総
合
体

育
大
会
出
場
、
陸
上
）
▽
大
西
洋
二

郎
（
全
国
教
職
員
剣
道
大
会
出
場
）

▽
大
西
め
ぐ
み
（
国
民
体
育
大
会
出

場
、
剣
道
）
▽
尻
無
濱
直
美
（
全
国

高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
出
場
、
剣

道
）
▽
西
村
円
芳
（
全
国
女
子
高
等

学
校
野
球
大
会
優
勝
）
▽
野
村
さ
と

（
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
出

場
、
新
体
操
）
▽
福
浦
太
貴
（
全
国

高
校
野
球
選
手
権
大
会
出
場
）

○
市
体
育
協
会
優
秀
団
体

▽
三
笠
中
女
子
剣
道
部
（
九
州
中

学
校
総
合
体
育
大
会
剣
道
競
技
出
場
）

▽
ポ
ル
ト
ス
阿
久
根
Ｆ
Ｃ
　
Ｕ
―
12

（
九
州
大
会
シ
ー
サ
イ
ド
カ
ッ
プ
出

場
、
サ
ッ
カ
ー
）
▽
オ
ー
ル
阿
久
根

中
学
部
（
九
州
大
会
出
場
、
野
球
）

○
市
体
育
協
会
優
秀
選
手

▽
永
井
野
沙
織
（
九
州
中
学
校
総

合
体
育
大
会
陸
上
競
技
出
場
）
▽
田

中
順
子
（
全
国
小
学
校
陸
上
競
技
大

会
出
場
）
▽
大
河
安
悠
美
（
同
）
▽

西
村
美
穂
（
九
州
各
県
対
抗
女
子
駅

伝
競
走
大
会
出
場
）
▽
神
田
康
佑

（
全
九
州
高
等
学
校
剣
道

競
技
出
場
）
▽
尻
無
友
紀

（
同
）
▽
榎
田
渚
（
九
州

中
学
校
総
合
体
育
大
会
水

泳
競
技
出
場
）
▽
松
永
健

太
郎
（
西
日
本
年
齢
別
選

手
権
水
泳
大
会
出
場
）
▽

井
手
瑞
紀
（
同
）
▽
鶴
崎

文
華
（
同
）
▽
尻
無
浜
あ
か
ね
（
同
）

▽
寺
地
創
太
郎
（
県
代
表
チ
ー
ム
一

員
と
し
て
九
州
大
会
出
場
、
サ
ッ
カ

ー
）
▽
牟
田
将
吾
（
同
）

市
内
の
中
学
生
に
よ
る
少
年
少
女

英
語
暗
唱
・
弁
論
大
会
が
10
月
８
日
、

鶴
川
内
中
学
校
で
あ
り
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
市
内
４
校
の
代
表
者

20
人
が
出
場
。
生
徒
ら
は
、
１
年
生

は
ペ
ア
で
会
話
を
交
わ
す
課
題
文
の

暗
唱
、
２
年
生
は
自
分
の
意
見
な
ど

を
簡
潔
に
話
す
シ
ョ
ー
ト
ス
ピ
ー
チ
、

３
年
生
は
英
語
に
よ
る
弁
論
と
、
そ

れ
ぞ
れ
の
部
門
で
巧
み
な
ス
ピ
ー
チ

を
披
露
し
、
日
頃
の
学
習
の
成
果
を

堂
々
と
発
表
し
て
い
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
３
年
生
の
弁
論
の

部
で
は
、『
Ｍ
ｙ
　
Ｗ
ｉ
ｓ
ｈ
　
Ｆ

ｏ
ｒ
　
Ｐ
ｅ
ａ
ｃ
ｅ
（
平
和
へ
の
願

い
）』
と
題
し
、
自
身
の
体
験
を
通

じ
て
感
じ
た
平
和
へ
の
思
い
を
発
表

し
た
三
笠
中
学
校
の
山
下
久
美
子
さ

ん
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。

※
敬
称
略

◆
英
語
暗
唱
の
部
（
１
年
）

・
最
優
秀
賞

小
船
井
慧
斗
・
出
口
竜
也（阿

久
根
）

◆
シ
ョ
ー
ト
ス
ピ
ー
チ
の
部（
２
年
）

・
最
優
秀
賞

福
永
美
鈴
（
阿
久
根
）

・
優
秀
賞

大
栗
春
菜
（
鶴
川
内
）

－４－

巧みなスピーチを披露する生徒たち

田邉氏（手前右）の指導を受けながら歩く参加者たち



第
44
回
出
水
地
区
環
境
衛
生
大
会

が
10
月
29
日
、
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
２
市
４
町
の
衛
生
自

治
団
体
関
係
者
ら
が
出
席
。
こ
の
中

で
環
境
衛
生
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
功

労
者
や
模
範
団
体
の
表
彰
が
あ
り
、

本
市
関
係
で
は
、
市
衛
生
自
治
会
会

長
と
し
て
本
市
の
環
境
衛
生
活
動
の

向
上
や
リ
サ
イ
ク
ル
分
別
収
集
の
普

及
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
た
中
村

正
人
さ
ん
（
70
・
脇
本
浜
区
）
が
功

労
者
と
し
て
、
ま
た
本
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
分
別
収
集
に
区
全
体
で

積
極
的
に
取
り
組
み
、
区
民
の
環
境

衛
生
に
対
す
る
意
識
の
向
上
に
務
め

て
い
る
潟
区
が
模
範
団
体
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
全
員
で
、
リ
サ

イ
ク
ル
の
推
進
や
環
境
汚
染
の
防
止

な
ど
に
取
り
組
み
、
こ
れ
か
ら
も
衛

生
自
治
活
動
を
推
進
す
る
趣
旨
の
大

会
宣
言
を
採
択
し
ま
し
た
。

ま
た
今
大
会
で
は
、
本
市
の
市
制

施
行
50
周
年
事
業
環
境
フ
ェ
ス
タ
と

し
て
、
女
優
の
南
田
洋
子
氏
に
よ
る

記
念
講
演
も
あ
り
ま
し
た
。

南
田
氏
は
現
在
、テ
レ
ビ
や
映
画
、

舞
台
な
ど
で
幅
広
く
活
躍
さ
れ
る
か

た
わ
ら
、「
介
護
の
あ
の
と
き
」
な

ど
の
著
書
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
日
は
、
詰
め
か
け
た
多
く
の

観
客
を
前
に
、
自
身
の
健
康
法
や
家

族
の
介
護
な
ど
身
近
な
話
題
を
中
心

に
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
健
康
と
食
べ
物
の
話

か
ら
「
阿
久
根
に
は
お
い
し
い
食
材

が
い
っ
ぱ
い
あ
る
。
特
に
野
菜
は
大

好
き
で
、
よ
く
取
り
寄
せ
て
い
る
。

こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
所
に
住
ん
で
い

る
皆
さ
ん
が
う
ら
や
ま
し
い
」
な
ど

と
絶
賛
。
ま
た
介
護
に
つ
い
て
は
、

自
身
の
体
験
な
ど
を
織
り
ま
ぜ
な
が

ら
「
介
護
を
し
て
や
る
と
い
う
気
持

ち
で
は
相
手
も
心
を
開
か
な
い
。
介

護
す
る
側
と
さ
れ
る
側
、
双
方
の
思

い
や
り
が
あ
っ
て
初
め
て
い
い
関
係

が
作
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

な
ど
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向

け
て
全
国
的
に
取
り
組
み
が
進
め
ら

れ
て
い
る
な
か
、
市
制
施
行
50
周
年

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
10
月
20
日
、

『
あ
く
ね
女
性
議
会
』
が
市
役
所
内

の
市
議
会
議
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
運
営
を
実
際
に
体
験
す
る
こ

と
で
議
会
や
市
政
へ
の
関
心
を
高
め

る
と
同
時
に
、
女
性
の
視
点
を
生
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
等
に
積
極
的
に
参

加
し
て
も
ら
お
う
と
行
わ
れ
た
も
の

で
す
。

こ
の
日
の
議
会
に
は
、
一
般
公
募

な
ど
で
選
ば
れ
た
女
性
の
「
模
擬
議

員
」
21
人
が
出
席
。
一
般
質
問
で
は

17
人
が
登
壇
し
、
教
育
や
福
祉
、
環

境
な
ど
身
近
な
問
題
か
ら
地
域
振
興

や
産
業
振
興
な
ど
市
政
全
般
に
わ
た

り
市
執
行
部
に
対
し
て
質
問
が
な
さ

れ
、
答
弁
に
あ
た
っ
た
斉
藤
市
長
ら

と
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
女
性
議
会
を
一
つ

の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
市
の
方
針
決

定
や
政
策
決
定
の
場
へ
女
性
の
参
画

を
促
進
し
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

形
成
を
積
極
的
に
推
進
す
る
趣
旨
の

「
男
女
共
同
参
画
社
会
形
成
の
推
進

に
関
す
る
決
議
」
を
原
案
ど
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

－５－

フェスタで講演する南田洋子氏

女性議員らによる一般質問の様子

合併協議会の設置について合併協議会の設置について
議会への付議は議会への付議は1212月定例市議会月定例市議会

阿久根市、出水市、野田町、高尾野町、東町及び長島町を同一
請求関係市町村とする合併協議会設置の請求が10月４日、本市
になされました。他の１市４町でも10月８日までに同一の請求
が行われました。
県はすべての市町からその報告を受け、本市は10月16日にそ

の報告があった旨の通知を県から受けました。
この通知を受けた日から60日以内（12月14日まで）に合併協

議会の設置について議会に付議することになります。

集
め
ら
れ
た
署
名
簿
を
添
え
て
請
求
書

を
斉
藤
市
長
に
手
渡
す
住
民
の
代
表
者



－６－

━━ 平成14年度　出水地区社会福祉大会 ━━

出水地区２市４町と地区社会福祉協議会連絡協議会主催
の出水地区社会福祉大会が10月30日、本市市民会館大ホー
ルで開催されました。
大会では、永年にわたり社会福祉の発展に功績のあった

８人、１団体が表彰され、本市関係者では民生委員・児童
委員功労者として大漉重實さん（69・大漉区）が受賞され
ました。
その後、『みんなで支えるこれからの福祉』と題した伊

藤安男氏（社会福祉法人健昌福祉会理事長）による講演が
あり、超高齢社会を迎えた今日のわが国における福祉を取
り巻く課題にふれながら、これからの福祉のあり方につい
て話がありました。

━━ 文旦保育園の園児らが施設へプレゼント ━━

文旦保育園の園児らが10月11日、自分たちで収穫したお
米を市内の福祉施設などへ届けました。
園児らは、６月に自分たちで植えた稲が収穫期を迎えた

７日、保護者らと一緒に稲刈りを行いました。
この日は、年長組の園児23人が収穫されたばかりのお米

をリヤカーに積んで市内６か所の施設を訪問。出迎えた利
用者や職員らに「私たちが作ったお米です。いっぱい食べ
て長生きしてください」とプレゼントを届けました。
かわいらしい園児たちからの素敵な贈り物に、施設の利

用者らも感激の様子で「皆さんの真心のこもったお米はき
っとおいしいと思います。ありがとうございます」などと
お礼の言葉が贈られていました。

９
月
に
東
京
都
で
開
催
さ
れ
た
第

12
回
Ｒ
Ｍ
Ｓ
（
ロ
ー
ラ
ン
ド
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
ス
タ
ジ
オ
）
オ
ル
ガ
ン
・
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
、

本
市
か
ら
k
之
上
志
貴
さ
ん
（
26
・

脇
本
馬
場
区
、
写
真
左
）
と
楠
木
江

莉
さ
ん
（
17
・
段
区
、
同
右
）
が
２

人
そ
ろ
っ
て
出
場
し
ま
し
た
。

同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
全
国
10

地
区
の
予
選
を
経
て
選
ば
れ
た
ジ
ュ

ニ
ア
部
門
（
小
学
生
ま
で
）、
シ
ニ

ア
部
門
（
高
校
生
ま
で
）、
グ
ラ
ン

プ
リ
部
門
（
制
限
な
し
）
各
10
人
に

よ
る
決
勝
大
会
で
、
k
之
上
さ
ん
は

グ
ラ
ン
プ
リ
部
門
、
楠
木
さ
ん
は
シ

ニ
ア
部
門
の
九
州
代
表
と
し
て
出
場
。

さ
ら
に
、
こ
の
中
で
�
之
上
さ
ん

が
最
優
秀
賞
受
賞
と
い
う
快
挙
ま
で

な
し
遂
げ
ま
し
た
。

４
歳
の
こ
ろ
か
ら
電
子
オ
ル
ガ
ン

を
習
い
は
じ
め
、
現
在
は
音
楽
教
室

で
生
徒
の
指
導
に
も
あ
た
る
k
之
上

さ
ん
は
、
自
身
２
度
目
と
な
る
全
国

大
会
で
の
演
奏
を
終
え
「
ま
さ
か
自

分
が
呼
ば
れ
る
と
は
思
っ
て
も
い
な

か
っ
た
の
で
、
発
表
後
し
ば
ら
く
は

実
感
が
わ
き
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
受

賞
の
瞬
間
を
振
り
返
り
、「
今
回
の

こ
と
が
、
同
じ
よ
う
に
地
方
で
頑
張

っ
て
い
る
人
た
ち
の
励
み
に
な
れ
ば

う
れ
し
い
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
現
在
、
出
水
高
校
２
年
生

の
楠
木
さ
ん
は
、
小
学
６
年
生
の

時
に
ピ
ア
ノ
部
門
で
も
全
国
大
会

を
経
験
し
て
お
り
、「
前
回
は
と
て

も
緊
張
し
た
の
で
今
回
は
、
と
に

か
く
大
き
な
ス
テ
ー
ジ
を
楽
し
も

う
と
い
う
気
持
ち
で
臨
み
ま
し
た
。

演
奏
は
完
璧
で
は
な
か
っ
た
け
れ

ど
、
自
分
自
身
楽
し
ん
で
弾
け
た

の
で
、
充
実
感
が
あ
り
ま
し
た
。

演
奏
活
動
は
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と

続
け
て
い
き
た
で
す
」
と
瞳
を
輝

か
せ
な
が
ら
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

―
―

k
之
上
志
貴
さ
ん
（
最
優
秀
賞
受
賞
）
と
楠
木
江
莉
さ
ん
の
２
人

―
―



－７－

━━ 阿久根農高インターンシップ ━━
実際の体験を通じて専門知識をさらに高めると同時に将来の職

業観を学ぼうと、阿久根農高で産業現場実習（インターンシップ）
があり、農業経営科、環境土木科、食品流通科の２年生80人が10

月21日から25日までの５日間、通学区域内の農家や企業などで実
際の業務を体験しました。
市内の洋蘭園では農業経営科の石原明日香さんと猿楽美穂さん

の２人が実習。「花の手入れや出荷準備など忙しくて大変だけど、
それ以上にやりがいのある仕事です」などと話してくれました。

━━ 阿久根市長旗争奪弓道大会 ━━
第16回阿久根市長旗争奪弓道大会が10月20日、市総合運動公園

弓道場で開催されました。
大会には、県内各地から28チームが出場。１チーム３人による

団体戦や個人戦などで日頃の練習の成果を競いました。
大会の結果は次のとおりです。（※敬称略）

○団体の部　①芦北弓友会②サンアリーナ川内Ａ③西薩
○男子個人　①房村利隆（虱猿館）
○女子個人　①橋口サト子（西薩）

━━ 愛好家らが福祉チャリティーショー開催 ━━
歌や踊り、太鼓などの愛好家らによる平成カラオケ福祉チャリ

ティーショーが10月20日、市民会館大ホールでありました。
自分たちの趣味を生かして地域に貢献しようと始まったこのチ

ャリティーショーも今年で４回目になります。ショーの冒頭、こ
の日の益金が主催者から市社会福祉協議会に贈呈。その後、ステ
ージ上で出演者らが日頃の練習の成果を存分に披露すると、満員
の客席から大きな声援や拍手が贈られていました。また、最後は
素敵な景品が当たるお楽しみ抽選会もありました。

━━ フレッシュリーグ秋季南九州支部大会 ━━
フレッシュリーグの第15回秋季南九州支部大会（九州硬式少年

野球連盟南九州支部主催）が10月20日から11月３日までの３日間
にわたり、本市野球場など６会場でありました。
大会には、支部内の小学部20チーム、中学部23チーム、合計43

チームが出場しました。
熱戦の末、小学部では、鹿児島シャークスが優勝。中学部では

決勝まで終始安定した試合運びを見せたオール阿久根中学部が初
優勝を飾り、地元開催に花を添えました。

━━ 第４回　番所丘公園グラウンド・ゴルフ大会 ━━
&阿久根市美しい海のまちづくり公社主催の第４回番所丘公園

グラウンド・ゴルフ大会が10月24日、同公園で開催されました。
大会には、市内各地から64チームが出場。参加者らはさわやか

な青空の下で、ナイスショットを連発。存分に競技を楽しんでい
ました。なお、大会の結果は次のとおりです。（※敬称略）
○団体の部　①仲良し会　②赤瀬川Ｂ　③赤瀬川Ａ
○個人の部　①簗瀬正行（晴海Ａ） ②神之田寛（西目Ｂ）

③新町昭三（赤瀬川Ａ）



－８－



－９－

・ホームヘルプサービス
ホームヘルパーが　あなたの家

いえ

に来
き

て、掃
そう

除
じ

や洗濯
せんたく

、

食事
しょくじ

の用
よう

意
い

などを　お手
て

伝
つだ

いします。

・ガイドヘルプサービス
あなたが　一人

ひとり

で出
で

かけるのに　不
ふ

安
あん

なとき、ガイドヘ

ルパーがあなたといっしょに出
で

かけます。

・デイサービス
デイサービスセンターに　通

かよ

って、作業
さぎょう

をしたり、おふ

ろに　入
はい

ったりして　すごします。

・ショートステイ
家
か

族
ぞく

が病気
びょうき

になったときなどに、施
し

設
せつ

を利
り

用
よう

するもので

す。

・グループホーム
世
せ

話
わ

人
にん

の　助
たす

けを　受
う

けながら、少人数
しょうにんずう

の　仲
なか

間
ま

と　い

っしょに暮
く

らす家
いえ

です。

・施
し

設
せつ

生活
せいかつ

のためや　仕
し

事
ごと

のための　訓練
くんれん

や作
さ

業
ぎょう

をするところです。

施
し

設
せつ

で暮
く

らすところと、家
いえ

から通
かよ

うとこ

ろがあります。

・通勤寮
つうきんりょう

なにかの　仕
し

事
ごと

をしている人
ひと

が　いっし

ょに生活
せいかつ

しているところです。

お問
と

い合
あ

わせ先
さき

市
し

役
や く

所
し ょ

健
け ん

康
こ う

福
ふ く

祉
し

課
か

福
ふ く

祉
し

係
かかり

電
で ん

話
わ

73-1211（内
な い

線
せ ん

1436）



平
成
13
年
度
の
阿
久
根
市
国
民
健

康
保
険
の
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

収
入
の
主
な
も
の
は
国
の
補
助
金

等
が
15
億
３
０
７
３
万
円
（
46
・
４

％
）、
皆
さ
ん
が
納
め
ら
れ
た
保
険

税
は
７
億
４
２
２
１
万
円
（
22
・
５

％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

支
出
で
は
保
険
給
付
費
や
老
人
保

健
へ
の
拠
出
金
と
し
て
支
払
う
医
療

費
が
29
億
７
５
５
万
円（
91
・
１
％
）

を
占
め
て
い
ま
す
。

国
保
加
入
者
（
老
人
を
除
く
）
の

一
人
当
た
り
の
年
間
医
療
費
は
29
万

６
千
円
で
、
昨
年
度
よ
り
10
・
01
％

伸
び
て
お
り
、
出
水
地
区
で
は
他
市

町
よ
り
医
療
費
が
高
い
の
が
実
情
で

す
。

医
療
費
の
伸
び
は
保
険
税
の
増
に

つ
な
が
り
ま
す
。
お
互
い
に
医
療
費

に
関
心
を
持
ち
、
日
頃
か
ら
健
康
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

70
歳
以
上
（
寝
た
き
り

の
方
は
65
歳
以
上
）
の
方

は
、
す
べ
て
老
人
保
健
の

該
当
者
と
な
り
ま
す
。

老
人
保
健
医
療
特
別
会

計
の
医
療
費
の
支
払
い
は

48
億
８
０
９
０
万
６
千
円

と
な
り
老
人
一
人
当
た
り

の
医
療
費
は
84
万
５
０
３

２
円
で
す
。

医
療
費
節
減
の
た
め
に

も
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分

の
健
康
づ
く
り
に
努
め
健

康
で
楽
し
い
毎
日
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

－10－

老老
人人
除除
くく
一一
人人
当当
たた
りり
のの

年年
間間
医医
療療
費費
はは

2299

万万
６６
千千
円円

老老
人人
保保
健健
医医
療療
費費

一一
人人
当当
たた
りり
8844
万万
５５
千千
円円

医
療
費
削
減
の
た
め
に
も

ぜ
ひ
健
康
づ
く
り
を
Y

平成13年度　国民健康保険の

歳 入・歳 出 状 況

老人医療費の推移（１人当たり）



私
た
ち
が
快
適
で
安
定
し
た
暮
ら

し
が
で
き
る
よ
う
に
、
福
祉
や
教
育

の
充
実
、
環
境
や
道
路
の
整
備
な
ど

幅
広
い
分
野
に
わ
た
っ
て
市
は
い
ろ

い
ろ
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の

財
源
は
、
国
や
県
か
ら
の
交
付
金
や

補
助
金
等
と
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い

た
だ
く
大
切
な
税
金
で
ま
か
な
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
税
金
は
、

共
同
社
会
に
生
活
す
る
者
の
い
わ
ば

会
費
と
も
言
え
ま
す
。

市
税
は
納
税
者
の
所
得
や
資
産
、

世
帯
状
況
な
ど
に
応
じ
て
課
税
さ
れ

て
い
ま
す
。
税
金
は
「
公
平
・
公
正
」

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
適
正
に

課
税
さ
れ
た
税
金
は
、
納
期
限
内
に

完
納
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
期
限

を
過
ぎ
る
と
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
と
し

て
の
督
促
料
や
延
滞
金
も
支
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

近
年
市
税
等
の
納
税
が
年
々
悪
く

な
っ
て
滞
納
額
が
増
え
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
こ
れ
を
放
置
す
る
こ
と
は

納
期
内
に
完
納
し
た
人
か
ら
見
る
と

税
の
公
平
・
公
正
を
い
ち
じ
る
し
く

損
な
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
公
平
・
公
正
」
を
守
る
た
め
に

も
、
市
は
納
税
に
誠
意
の
な
い
人
に

は
厳
し
い
態
度
で
対
処
し
て
い
く
方

針
で
す
。

税
金
は
自
治
体
の
存
立
に
か
か
わ

る
重
要
な
も
の
で
す
か
ら
、
税
法
で

は
納
期
限
ま
で
に
完
納
し
な
い
人
に

対
し
て
滞
納
処
分（
財
産
を
差
押
え
、

こ
れ
を
換
価
し
て
税
金
に
充
て
る
こ

と
）
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定

め
て
あ
り
ま
す
。
滞
納
処
分
と
は
、

具
体
的
に
は
上
図
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。
滞
納
処
分
に
な
ら
な
い
よ
う
ぜ

ひ
納
期
内
に
完
納
さ
れ
る
よ
う
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

な
お
、
特
別
な
事
情
に
よ
り
一
括

納
付
で
き
な
い
方
は
、
分
割
納
付
等

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
市
役
所
税
務
課
管
理

徴
収
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

1
&3
１
２
１
１

（
内
線
１
４
４
１
・
１
４
４
２
）

－11－

市税徴収率の推移
（国保を除く）
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青
紫
蘇
の
白
き
小
花
の
散
る
庭
に
秋
C
し

ば
し
啼
き
て
去
り
ゆ
く

脇
　
本
　
宮
原
　
範
子

大
島
と
桑
島
小
島
元
の
島
並
び
て
安
ら
ふ

古
里
の
海

琴
　
平
　
川
畑
　
ス
ミ

父
母

ふ

ぼ

眠
る
墓
地
の
夜
明
は
静
か
な
り
合
は

す
両
手
に
心
や
す
ら
ぐ

牛
之
浜
　
若
松
　
薩
男

稔
田
の
畦
道
ゆ
け
ば
遠
き
日
の
親
し
き
に

ほ
ひ
風
に
渡
り
く

新
　
町
　
遠
矢
　
　
律

休
み
田
の
片か

た

方へ

に
一
む
ら
曼ま

ん

珠じ
ゅ

沙し
ゃ

華げ

見
る

人
な
き
に
赤
々
と
咲
く

大
　
丸
　
橋
崎
　
　
幸

朝
光

あ
さ
か
げ

に
映
え
て
む
れ
咲
く
彼
岸
花
七
本
折

れ
ば
七
つ
の
音
す

折
　
口
　
別
府
　
義
明

青
黒
く
太
き
血
管
浮
き
出
で
し
老
い
た
る

わ
が
手
見
つ
つ
侘わ

び

し
き

脇
　
本
　
赤
崎
　
タ
エ

隣
席
の
人
に
合
は
せ
て
心
地
よ
く
わ
れ
も

拍
手
す
阿
久
根
の
歌
手
に

新
　
町
　
玉
川
　
慶
子

め
つ
き
り
と
公
衆
電
話
の
数
減
り
て
在
り

処
を
探
し
地
下
駅
走
る

上
　
野
　
亀
沢
　
笑
子

移
り
ゆ
く
季と

き

確
か
な
り
蝉
の
声
い
つ
し
か

絶
え
て
虫
鳴
き
い
で
ぬ

上
　
野
　
河
南
誠
一
郎

※
送
り
仮
名
は
歴
史
的
か
な
づ
か
い
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

『本に親しむ集い』のお知らせ
阿久根市立図書館では、下記により図書館祭を開

催します。
ご来場者の中から、先着250名に吉瀬千賀子さん

（本市在住）の素敵な“手作りしおり”をプレゼント
します。
他にも「古本市」として図書館での仕事を終えた

本たちを無料でさしあげるコーナーがあります。み
なさんも家で眠っている本どうしを交換して、本に
まつわる話など新たな交流の場にしてみませんか。
展示のコーナーや実演は、楽しい企画がいっぱい

あります。ぜひご来場ください。

◇日時 11月23日（土・勤労感謝の日）
午後１時～開場／午後２時～開演

◇場所 市民会館大ホール
◇お問い合わせ先　市立図書館　1７２－０６０７

消 費 生 活 講 座（№108）
激増する『090金融（ヤミ金融）』

不況から悪質商法が後を絶ちませんが、なかでも090金融、
いわゆるヤミ金融の被害が目立ってきています。

090金融とは、携帯電話のみで融資を行い、２万～５万円
と少額を高金利で貸し付けます。表向きには『低金利で即
入金』と宣伝していますが、実際には高金利で返済期限も
知らせず無期限に請求してきます。請求に応じなければ、自
宅、会社、中には子どもの学校、身内の家など容赦なく取
立てをする業者もいます。
業者は携帯番号しか教えないので支払拒否の文書を送れ

ません。したがって「借りた分しか返さない」と毅然とし
た態度で交渉するしかありません。
被害にあわないためには、低金利の宣伝に惑わされて安

易に手を出さない事が一番大事なことですが、万が一借り
た場合は‥‥
※「借りた金額しか払わない」
と毅然とした態度をとる。

※警察に通報する。
※弁護士等に相談する。‥‥
等してください。

素人では太刀打ちできないと
いうのが実際のところです。

おかしいな、困ったなと思ったら
市役所水産商工観光課消費生活相談窓口へお問い
合わせください。1７３－１２１１（内線１１１２）

子育てサークル（だれでも親子で参加できます）
子どもの遊び、母親のリフレッシュタイムに、ほっとす

る時間にと、お気軽に支援センターをご利用ください。
☆親子教室（１０：００～１２：００）
３日c 大川児童館　　　　 12日e みなみ保育園
〃　 瀬之浦児童館　　　 17日c 瀬之浦児童館

４日d 保健センター　　　 18日d 農村環境改善センター（牧内）
５日e みなみ保育園　　　 19日e みなみ保育園

（プレ・ママサロン） 24日c 鶴川内児童館
10日c 鶴川内児童館　　　 25日d 農村環境改善センター（牧内）
〃　 農村環境改善センター（牧内） 26日e みなみ保育園

11日d 農村環境改善センター（牧内）
☆ユーユータイム・・・西目地区集会施設
第３月曜日（12/16） お問い合わせはみなみ保育園まで

☆年齢別教室・・・農村環境改善センター
第２金曜日（12/13） ０～１歳児教室（たまごクラブ）
第３金曜日（12/20） ２歳児以上教室（こっこクラブ）
※お問い合わせはみどりが丘保育園まで

☆園開放（お気軽に園に遊びに来てください）
毎週（金） みなみ保育園　　　　　　　　　　　　　
毎週（土） みどりが丘保育園

〔第３土曜日はお父さんもご一緒にどうぞ〕
☆参加は申込制になっていますので、前日までに下記の支
援センターにお申込みください。

地域子育て支援センター

1７３－３４５７　　みどりが丘保育園

1７２－３９３９　　みなみ保育園

昨年開催された集いの様子



最
近
は
、
歯
み
が
き
の
時
に
歯
ブ

ラ
シ
だ
け
で
な
く
、
デ
ン
タ
ル
フ
ロ

ス
や
歯
間
ブ
ラ
シ
な
ど
、
歯
と
歯
の

間
を
そ
う
じ
す
る
道
具
を
使
う
人
が

増
え
て
き
ま
し
た
。
県
の
調
査
で
は

35
歳
〜
44
歳
の
お
よ
そ
３
割
の
人
が

使
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

歯
周
病
は
、
歯
と
歯
ぐ
き
の
境
目

に
つ
い
た
細
菌
（
プ
ラ
ー
ク
）
に
よ

っ
て
起
こ
り
ま
す
。
こ
れ
を
毎
日
取

り
除
い
て
い
れ
ば
歯
周
病
は
予
防
で

き
る
の
で
す
が
、
歯
ブ
ラ
シ
だ
け
で

は
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
い
う

の
は
、
奥
歯
で
は
歯
と
歯
の
間
に
歯

ブ
ラ
シ
の
毛
先
が
十
分
届
き
ま
せ
ん

の
で
、
50
％
し
か
磨
け
て
い
な
い
状

態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
歯
間
ブ
ラ
シ
や
デ
ン
タ

ル
フ
ロ
ス
の
登
場
と
な
り
ま
す
。
若

い
人
や
歯
ぐ
き
が
健
康
な
人
は
、
歯

間
ブ
ラ
シ
は
な
か
な
か
通
せ
ま
せ
ん

か
ら
、
デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
を
使
い
ま

す
。
歯
と
歯
の
間
が
す
い
て
き
た
人

は
歯
間
ブ
ラ
シ
を
使
っ
た
ほ
う
が
効

率
的
で
す
。
最
近
は
い
ろ
ん
な
種
類

の
歯
間
ブ
ラ
シ
が
市
販
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
自
分
に

合
っ
た
も
の
を
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

成
人
期
に
歯
を
失
う
一
番
の
原
因

で
あ
る
歯
周
病
を
予
防
す
る
た
め
に

は
デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
や
歯
間
ブ
ラ
シ

は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

正
し
い
使
用
法
を
一
度
か
か
り
つ
け

の
歯
科
医
院
等
で
指
導
し
て
も
ら
い

ま
し
ょ
う
。
１
日
に
１
回
使
え
ば
よ

い
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
多
く
の
人
に
使

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

－13－

歯
と
歯
の
間
の
は
み
が
き

～１０月１日からの老人保健の制度改正にともなって～

お医者さんにかかるときは・・・お医者さんにかかるときは・・・
医療機関の窓口には「国保の保険証」「老人医療受給者証」「健康手帳」を提示します。

※　窓口負担の割合は、所得により１割または２割ですが、医療機関ではこの負担割合の

違いを「老人医療受給者証」により判断します。

また、所得の低い人は「老人医療の限度額適用・標準負担額減額認定証」を医療機関

の窓口に提示すれば、入院時の患者負担の限度額などが少なくてすみます。

「老人医療の限度額適用・標準負担額減額認定証」は、市役所健康福祉課の窓口に申

請して認められた場合に交付されます。

詳しくは、市役所健康福祉課国保係までお問い合わせください。

1７３－１２１１（内線１４１２）



共
通
商
品
券
は
購
入
日
よ
り
有
効

期
限
６
か
月
で
、
常
時
商
工
会
議
所

で
販
売
し
て
お
り
ま
す
。

ご
就
職
の
お
祝
い
、
お
見
舞
い
等

の
お
返
し
、
イ
ベ
ン
ト
の
景
品
等
に

ご
利
用
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

な
お
、
６
月
３
日
よ
り
発
行
し
て

お
り
ま
す
共
通
商
品
券
の
有
効
期
限

が
12
月
２
日
よ
り
順
次
無
効
に
な
り

ま
す
の
で
、
商
品
券
を
お
持
ち
の
方

は
、
市
内
１
５
０
の
加
盟
店
で
お
早

め
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
共
通
商
品
券
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
及
び
お
買
い
求
め
先

阿
久
根
商
工
会
議
所
1
&2
１
１
８
５

－14－

○
有
効
期
限
を
お
確
か
め
の
う
え

お
早
め
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
Y

事業主の皆さまへ

雇用のセーフティネットを維持するための緊急措置です。

○一般の事業の場合
労使の負担分を合わせ保険料率は賃金総額の１０００分の１５．５から１０００分の１７．５となります。

事業主の皆さまにおかれては、労働者の方に支払う１０月分の給与から、
労働者負担分の雇用保険率を１０００分の７に変更してください。

○各個別事業主の皆さまの追加保険料に関する納付期限は、平成１５年１月３１日となる予定です。
また、追加保険料に係る納付書の発送は、本年末（１２月中～下旬）頃となる予定です。

（お問い合わせ先） お近くの労働基準監督署及び公共職業安定所でもお問い合わせを受け付けております。
鹿児島労働局総務部労働保険徴収室1099-223-8276／鹿児島労働局職業安定部職業安定課1099-219-8711
鹿児島労働局ホームページ　http://www.kagoshima.plb.go.jp/

雇用保険率改定の背景
雇用保険制度は、働く方が失業した場合に生活の安定及び再就職の促進を図るために給付を行うことなどを
内容とする制度です。

○現在、雇用保険の財政運営は、以下のように極めて厳しい状況です。

○雇用保険制度には、さらに受給者が増加した場合に備えて積み立てている金額が一定水準を下回った場合に
制度の安定的運営を図るため、雇用保険の保険料率を弾力的に変更できる仕組みが設けられています。今般
の保険料率の変更は、この仕組みに基づくものです。皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。

厳しい雇用失業情勢
労働移動の増加など

受給者が増加
支出が増大

極めて厳しい財政状況

農業用廃棄物の回収についてお知らせします。

◎土壌消毒剤（クロール・ドロクロールピクリン）の空き缶の回収について
土壌消毒剤の空き缶を回収しますので、搬入上の注意を必ず守り、指定さ

れた場所に持ち込んでください。
◇回収日時 １１月２８日（木） 午前８：００～午前９：００
◇回収種類 クロールピクリン・ドロクロールピクリン等の土壌消毒剤の空

き缶のみ
◇回収場所 ＪＡ三笠Ａコープ隣広場・市民会館広場
◇回収費用 容器１缶当たり２１０円程度です。また、口座引き落としはで

きませんので、必ず現金をご持参ください。
◇搬入上の注意
※回収業者に引き渡す際、農家からＪＡへ委任状が必要となりますので、
当日は印鑑もご持参ください。

※薬剤の性質上、使用済みの空き缶は必ず残液、残臭処理をしてから搬入
してください。それ以外のものについては、回収しません。

《処理方法》
周囲に影響を及ぼさない場所（ほ場等）に、小さなくぼみを作り、缶の

口栓をはずし、くぼみの中に納まるよう缶をひっくり返し倒立させ、残
液・臭気がなくなるまで放置する。その後、完全に残液・臭気がなくなっ
たことを確認し回収する。

◎リサイクル処理農業用廃プラスチック類の回収について
――出水地域農業用廃プラスチック類適正処理推進協議会――

農業用廃プラスチックの回収を行い再処理業者へ処理（リサイクル）を依
頼しますので、適正に梱包し指定された場所に持ち込んでください。
◇回収日時 １２月３日（火） 午前７：３０～午前１０：００
◇回収種類 塩化ビニール・ポリエチレンフィルムのみ
◇回収場所 ＪＡ三笠Ａコープ隣広場・市民会館広場
◇回収費用 ○塩化ビニール…１２円／㎏　○ポリエチレンフィルム…３３円／㎏

※市・ＪＡからの助成があり農家の負担は１／２程度です。

※上記に関する詳しいお問い合わせ先
市役所農政課農政係　1７３－１２１１（内線１１３３・１１３７）
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がが
けけ
地地
近近
接接
等等
危危
険険
住住
宅宅

移移
転転
事事
業業
にに
補補
助助
がが
ああ
りり
まま
すす
。。

市
都
市
建
設
課
で
は
、
平
成
15
年
度
が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅
移
転
事
業

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

◇
事
業
の
条
件
は
、

q
高
さ
（
図
中
Ｈ
）
が
２
ｍ
を
超
え
、
こ
う
配
が
30
度
を
超
え
る

が
け
の
近
接
地
の
住
宅
（
図
参
照
）

w
昭
和
46
年
８
月
31
日
以
前
に
建
築
し
た
住
宅

q
・
w
い
ず
れ
に
も
該
当
し
、
住
宅
の
移
転
を
計
画
さ
れ
て
い
る

方

◇
事
業
の
内
容
は
、

q
危
険
住
宅
の
除
去
等
に
対
し
て
の
補
助

（
限
度
額
７
８
０
、
０
０
０
円
）

w
危
険
住
宅
に
代
わ
る
住
宅
の
建
設
（
購
入
を
含
む
。）
に
係
る
借

入
金
に
対
す
る
利
子
補
助
（
限
度
額
４
、
４
４
０
、
０
０
０
円
）

◇
そ
の
他

q
住
宅
金
融
公
庫

の
親
孝
行
ロ
ー

ン
や
民
間
金
融

機
関
の
融
資
も

対
象
に
な
り
ま

す
。

w
申
込
締
切
り
は
、

11

月
28

日
e

ま

で
と
し
ま
す
。

（
た
だ
し
、
相
談

は
随
時
行
っ
て
い

ま
す
。）

◇
お
申
し
込
み
・

お
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
都
市
建
設

開催のお知らせ
タイトル 妻が僕を変えた日

講　　師 広岡
ひろおか

守
もり

穂
ほ

先生（中央大学教授）
日　　時 １２月１日（日）

午後７時～午後８時３０分
場　　所 グランビューあくね（光礁の間）
参　加　料 無料
託　　児 有り。対象者は２歳以上就学前。

必ず事前に申し込んでください。（申込みがない場合、当日の託児は行いません）
＊男女問わず誰でも参加できます。当日参加もできますが、資料等準備の都合上、なるべく

事前にお申込みください。

◎上記に関するお申込み・お問い合わせ先

市役所総務企画課企画係　1７３－１２１１（内線１２１６）／ＦＡＸ７２－２０２９

～男女共同参画豆知識～
「女性に対する暴力をなくす運動」
毎年、１１月１２日～２５日までの２週間実施。

（１１月２５日は「女性に対する暴力撤廃国際日」です）
※夫の暴力などＤＶに関する主な相談窓口
◆県婦人相談所　　　1０９９－２２２－１４６７

祝日を除く月～金　８：３０～１７：００
（木曜日は20:00まで、日曜日は９:00～15:00）

◆県警総合相談電話　1０９９－２５４－９１１０
月～金　９：３０～１８：００

働く婦人の家からのお知らせ

左記の内容に関連して、働く婦人の家
では、１１月２１日（木）夜７時から、
「女性のためのイキイキ講座」を開催し、
その中で「ＤＶ（ドメスティック・バイ
オレンス）って何？」と題して講話を行
います。当日参加もできますのでお気軽
にご来館ください。
＊働く婦人の家　1７３－３７６９

＊広岡守穂先生

専攻は政治学。まちおこ

し・福祉・国際交流等の

分野におけるＮＰＯ活動

や女性の仕事興しを調査

研究中。主な著書に

「女たちの自分育て」

※あなたのパートナーもお誘い合わせのうえ
ぜひ一緒にご参加ください。



県
暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー

で
は
、
暴
力
団
な
ど
に
関
係
す
る
問

題
で
困
っ
て
い
る
方
の
た
め
に
無
料

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
秘
密
は
固

く
守
り
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

◇
日
時

12
月
６
日
f

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

◇
場
所

出
水
市
中
央
公
民
館

２
階
学
習
室
５

◇
相
談
員

弁
護
士
、
県
警
察
及

び
暴
力
追
放
セ
ン
タ
ー
相
談
委
員

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

・
県
暴
力
追
放
セ
ン
タ
ー

1
０
９
９
（
２
２
４
）
８
６
０
１

・
阿
久
根
警
察
署
生
活
安
全
刑
事
課

1
&3
０
１
１
０
（
内
線
３
３
１
）

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
は
「
第

54
回
人
権
週
間
」
で
す
。

こ
れ
に
ち
な
ん
で
、
次
の
と
お
り

「
特
設
人
権
相
談
所
」
が
開
設
さ
れ

ま
す
。
家
庭
の
問
題
、
相
続
や
登
記

の
問
題
、
差
別
や
い
じ
め
の
問
題
で

お
困
り
の
方
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。

◇
期
日

12
月
３
日
c

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◇
場
所

市
民
会
館
第
１
会
議
室

※
本
市
で
は
、
次
の
方
々
が
人
権
擁

護
委
員
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

※
敬
称
略

・
奥
平
勝
美
／
大
川
１
２
７
９
１

1
&4
１
９
７
０

・
大
石
啓
元
／
波
留
５
５
７
２
―
１

1
&2
０
３
８
５

・
山
口
幸
補
／
脇
本
７
２
５
４
―
１

1
&5
２
７
７
０

・
中
尾
啓
子
／
山
下
９
９
４

1
&2
１
６
５
６

郵
便
局
で
は
11
月
１
日
f
か
ら
平

成
15
年
用
年
賀
は
が
き
を
販
売
し
て

い
ま
す
。

お
買
い
求
め
は
お
早
め
に
Y

○
お
年
玉
付
年
賀
は
が
き（
50
円
無
地
）

q
無
地
w
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
紙
e
く

ぼ
み
入
り
（
目
の
不
自
由
な
方
が
上

下
・
表
裏
が
分
か
る
よ
う
半
円
の
凹

み
を
入
れ
た
は
が
き
）

○
寄
付
金
付
お
年
玉
付
年
賀
は
が
き

（
55
円
絵
入
り
）

○
寄
付
金
付
お
年
玉
付
年
賀
切
手

11
月
15
日
f
か
ら
２
種
類（
53
円
・

83
円
）
を
発
行
し
ま
す
。

※
年
賀
状
の
引
き
受
け
は
、

12

月
15

日
a
か
ら
で
す
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先
／
阿
久
根
郵

便
局
郵
便
係
（
1
&2
０
４
２
６
）

◇
日
程

12
月
７
日
g
〜
20
日
f

午
後
６
時
15
分
〜
午
後
９
時
30
分

※
実
技
は
期
間
中
に
２
班
に
分
か
れ

て
連
続
４
日
間
、
昼
間
（
午
前
９
時

〜
午
後
４
時
30
分
）
に
あ
り
ま
す
。

◇
受
講
料

２
０
９
、
６
０
０
円

◇
申
込
締
切

12
月
２
日
b

◇
申
し
込
み
及
び
お
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
根
市
漁
協
　
1
&2
１
５
１
１

◇
資
格

中
卒
（
見
込
含
）
17
歳
未

満
の
男
子

◇
受
付
期
間

Ｈ
14
年
11
月
５
日

〜
Ｈ
15
年
１
月
７
日

◇
１
次
試
験
日

Ｈ
15
年
１
月
11
日

※
高
等
学
校
教
育
の
充
実
が
図
ら
れ

一
般
の
高
校
と
同
様
、
各
科
目
ご
と

に
専
任
の
先
生
に
よ
る
授
業
が
あ
り

ま
す
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

・
市
役
所
市
民
環
境
課

1
&3
１
２
１
１（
内
線
１
４
２
１
）

・
自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
連
絡
部

川
内
出
張
所

1
０
９
９
６
（
２
２
）
２
４
０
１

川
薩
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
で
は
、

次
の
と
お
り
Ｃ
Ａ
Ｄ
（
パ
ソ
コ
ン
に

よ
る
建
築
設
計
・
製
図
・
積
算
）
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

◇
日
時

12
月
７
日
g

－16－

相相
　　
　　
　　
談談

おお
知知
らら
せせ

募募
　　
　　
　　
集集

平成15年度の公立・私立保育所の継続入所と新規入所の手続き

は次のとおりです。なお、年度内に入所を予定（産休・育休明け

等）される方も予約手続きが必要です。

○受付開始 新規入所児童：１２月　２日（月）～

継続入所児童：　１月１４日（火）～

○受付場所 市役所健康福祉課及び各保育所

○入所規準 次の理由等により自宅で保育ができない場合です

・保護者が家庭内及び家庭外の労働に従事している

場合

・母親が妊娠中か出産後で健康上保育できない場合

・保護者が疾病の場合又は病人を看護している場合

・家庭の災害等で保育できない場合

○申請用紙 市役所健康福祉課、三笠支所、大川出張所

各保育所にあります。（現在入所中の児童分は、各

保育所から配布されます。）

○定員

○お問い合わせ先

市役所健康福祉課児童対策係　173-1211（内線1433）



午
後
１
時
〜
午
後
４
時

◇
場
所

川
薩
人
材
セ
ン
タ
ー
　
Ｃ
Ａ
Ｄ
室

◇
受
講
料

無
料

◇
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先

川
薩
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー

1
０
９
９
６
（
２
２
）
３
８
７
３

阿
久
根
商
工
会
議
所
青
年
部
で
は

第
３
回
目
と
な
る
中
央
公
園
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
き
ら

め
く
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
輝
き
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◇
点
灯
式

12
月
１
日
a

午
後
５
時
30
分
〜

◇
点
灯
期
間平

成
15
年
１
月
11
日
ま
で

◇
期
日

12
月
15
日
a

◇
ス
タ
ー
ト

午
前
９
時
〜

（
小
学
生
の
部
か
ら
）

◇
コ
ー
ス

市
陸
上
競
技
場
周
辺
周
回
コ
ー
ス

次
の
方
々
か
ら
市
社
会
福
祉
協
議

会
へ
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
敬
称
略

○
香
典
返
し

早
水
政
子
（
古
里
）
黒
木
場
悟

（
福
岡
県
）
大
田
ス
ミ
エ
（
尻
無
下
）

福
山
末
雄
（
大
丸
）
溝
上
登
（
横
手
）

松
永
勝
（
出
水
市
）
唐
津
義
博
（
山

下
馬
場
）
大
漉
武
徳
（
千
葉
県
）
川

畑
安
則
（
遠
見
ケ
岡
）
前
平
忠
（
牟

田
）
尾
原
一
義
（
尾
原
）
盛
永
み
ち

（
尾
崎
）
根
比
語
（
浦
）
松
下
キ
ミ

ノ
（
尻
無
上
）
中
里
清
治
（
槝
之
浦

東
）
倉
津
友
子
（
倉
津
）
岩
切
卓
哉

（
浜
）
京
田
ク
ミ
子
（
瀬
之
浦
上
）

川
崎
誠
（
尾
崎
）
平
新
繁
（
段
）
黒

木
場
貢
（
兵
庫
県
）
湯
田
信
（
尻
無

上
）
大
野
昭
男
（
桐
野
下
）

○
篤
志
寄
付

▽
落
　
清
信
▽
大
川
三
・
三
会
還

暦
同
窓
会
▽
平
成
カ
ラ
オ
ケ
歌
謡
ク

ラ
ブ

※
敬
称
略

出
　
生
　
児
　
保
護
者
（
区
　
名
）

築
地
　
広
昌

ひ
ろ
ま
さ

耕
　
一
（

段
　
）

牧
尾
　
香
歩

か

ほ

浩
　
一
（
牧
　
内
）

吉
野
　
彩
楓

さ
や
か

裕
　
二
（
脇
本
馬
場
）

黒
崎
　
勇ゆ

う

真ま

太
一
郎
（

段
　
）

k
崎
瑠
美
那

る

み

な

義
　
人
（
大
　
丸
）

花
田
　
唯ゆ

い

翔と

健
　
治
（
尻
無
上
）

福
盛
　
優ゆ

う

央
　
倫
（

段
　
）

倉
津
　
彩
花
　
拓
　
郎
（

栫
　
）

新
垣
　
宙

そ
ら
ん

直
　
三
（
山
下
馬
場
）

下
薗
　
祐
一

ゆ
う
い
ち

孝
　
司
（

潟
　
）

餅
越
　
洸こ

う

史し

輝
　
史
（
陳
之
尾
）

柏
木
惟
刀
利

い

お

り

辰
　
啓
（
桐
野
上
）

村
野
　
眞ま

滉ひ
ろ

博
　
文
（
牧
　
内
）

高
崎
瑚
菜
美

こ

な

み

良
　
二
（
永
田
上
）

大
下
本
咲
穂

さ

ほ

成
　
二
（
内
　
田
）

園
田
姫
菜
乃

ひ

な

の

和
　
義
（
遠
　
矢
）

牧
尾
奈
瑞
菜

な

ず

な

裕
　
樹
（
山
下
馬
場
）

※
敬
称
略

死
　
亡
　
者
年齢
（
区
　
名
）

溝
上
ア
キ
ノ
76
（
横
　
手
）

登

平
新
ユ
キ
エ
81
（

段
　
）

繁

京
田
　
登
　
80
（
瀬
之
浦
上
）
ク
ミ
子

宮
澤
　
正
己
88
（

段
　
）
ツ
ギ
ノ

松
原
　
ス
ミ
91
（
遠
　
矢
）
萬
　
芳

根
比
ハ
ル
エ
96
（
萇
　
野
）

語

枦
　
　
弘
志
57
（

段
　
）
ト
シ
エ

尾
原
　
健
司
26
（
尾
　
原
）
一
　
義

田
上
　
茂
　
79
（
小
　
漉
）
竹
原
ア
キ
ノ

大
漉
　
ク
ミ
89
（
大
　
漉
）
安
　
徳

唐
津
　
セ
ツ
78
（

潟
　
）
義
　
博

前
平
セ
ム
ヅ
ル
91
（
牟
　
田
）

忠

松
元
　
功
　
87
（

浜
　
）
勝
　
二

松
下
ス
ミ
エ
84
（
尻
無
上
）
キ
ミ
ノ

中
里
マ
ツ
エ
95
（
槝
之
浦
東
）
清
　
治

大
野
　
敏
憲
88
（
桐
野
下
）
昭
　
男

宮
中
き
み
子
53
（
黒
之
浜
）
清
　
治

尾
崎
　
数
元
72
（
尾
　
崎
）
ハ
ル
子

小
園
ス
ソ
ノ
98
（
山
下
馬
場
）
ミ
ツ
エ

池
田
　
忠
二
54
（
波
　
留
）
ア
ツ
子

浜
辺
　
康
則
70
（
槝
之
浦
東
）
フ
ク
エ

松
山
　
教
生
70
（
古
　
里
）
千
代
子

日
當
瀬
正
義
70
（
田
代
中
）
シ
　
ヅ

湯
田
　
ミ
キ
74
（
尻
無
上
）

信

上
野
ハ
ツ
ノ
92
（
新
　
町
）
正
　
行

川
畑
フ
ジ
ノ
92
（
川
畑
中
）
隆
　
雄

楠
元
イ
ネ
子
95
（
遠
見
ケ
岡
）
正
　
樹

鳴
川
　
邦
洋
33
（
遠
　
矢
）

忍

川
辺
フ
ヂ
子
80
（
田
代
下
）
行
　
雄
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催催
　　
　　
　　
しし

あ
や
か

◇日時 １２月１８日（水）
９時30分～15時30分

◇場所 市役所市民相談室

◇１１月１９日
◇１２月　３日・１７日
時　間 10時～10時30分
場　所 保健センター

○11月17日
有村産婦人科内科1&3４１８０

（上　野）
橋口歯科医院　　1&3０５０８

（大　丸）
○11月23日（勤労感謝の日）
上園医院　　　　1&3１０５５

（ 町　）
金子歯科医院　　1^3２１５０

（出水市本町）
○11月24日
内山病院　　　　1&3１５５１

（高　松）
よしもと歯科医院1&5３３３３

（下　村）
○12月１日
鶴見医院　　　　1&3０５５３

（大　丸）
田代歯科医院　　1^7１２０６

（出水市明神町）
○12月８日
喜多医院　　　　1&2００３８

（大　丸）
黒木胃腸科外科　1&5０２００

（下　村）
森歯科医院　　　1*2００６２

（高尾野町柴引）
○12月15日
門松医院　　　　1^4６１００

（大　丸）
児島歯科医院　　1*6１２６６

（東町鷹巣）
○12月22日
山田クリニック　1&2０４２０

（ 町　）
塩山歯科医院　　1^2２６３４

（出水市本町）
○12月23日（天皇誕生日）
北国医院　　　　1&2００１６

（ 町　）
中島歯科医院　　1*2００２０

（高尾野町大久保）
○12月29日
林胃腸科外科　　1&3３６３９

（大　丸）
宮薗歯科医院　　1&3３２２２

（大　丸）
○12月30日
植村整形外科　　1&2１０４１

（ 段　）
脇本病院　　　　1&5２１２１

（槝之浦西）
橋口歯科医院　　1^3２３３０

（出水市中央町）
○12月31日
有村産婦人科内科1&3４１８０

（上　野）
橋口歯科医院　　1^3２３３０

（出水市中央町）



－18－

人　　口
11月１日現在（ ）は前月比
人　口　26 ,445人（－07）
男　　12 ,312人（－06）
女　　14 ,133人（－01）

世帯数　10 ,784戸（＋02）
出　生017人　死　亡028人
転　入064人　転　出060人

◆趣味は何ですか・・・温泉めぐりとショッピング
◆性格を自己分析してください・・・・好奇心旺盛
◆理想の異性像は・・・・・・・・・尊敬できる人
◆最近夢中になっていることは何ですか・・・

今は仕事です。保育士として子どもたちの笑
顔に囲まれながら毎日が充実しています。あと、
体を動かすことが好きなので、いろんなスポー
ツで楽しくリフレッシュしています。

◆将来の夢は何ですか・・・
温かい家庭を持ちたいですね。

◆阿久根について一言・・・
美しい海や山など恵まれた自然に囲まれ、お
いしい食べ物がいっぱいあって、私にとっては
本当に住みやすい場所です。

次は
松木　美紀 さん（大丸区）あなたの番です。

花

田

香

里

さ
ん
™3

（
お
ひ
つ
じ
座
・
Ｏ
型
　
大
川
島
区
）

■編集／発行　阿久根市役所総務企画課
〒899-1696 鹿児島県阿久根市鶴見町200番地

■阿久根市ホームページ　URL＝http://www.city.akune.kagoshima.jp/
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市
内
各
小
学
校
で
開
催
さ
れ
た
運

動
会
。
グ
ラ
ン
ド
に
は
今
年
も
多
く

の
『
華
の
50
歳
組
』
の
皆
さ
ん
の
姿

が
あ
り
ま
し
た
。
慌
た
だ
し
い
毎
日

を
過
ご
し
な
が
ら
も
全
国
各
地
か
ら

こ
の
日
の
た
め
に
帰
省
し
た
人
々
と

そ
れ
を
迎
え
る
地
元
の
「
旧
友
」
た

ち
が
久
し
ぶ
り
に
再
会
。
前
夜
の
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
や
当
日
の
運
動
会
、
翌

日
の
遠
足
等
々
、
皆
さ
ん
の
数
日
間

に
及
ぶ
心
温
ま
る
交
流
の
様
子
を
拝

見
し
て
い
る
と
、
こ
の
『
50
歳
組
』

が
本
市
出
身
者
に
と
っ
て
人
生
の
節

目
の
特
別
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
と
同

時
に
先
輩
か
ら
後
輩
へ
と
大
切
に
受

け
継
が
れ
て
き
た
す
ば
ら
し
い
財
産

で
あ
る
と
改
め
て
感
じ
ま
す
。
▽
50

歳
と
い
え
ば
世
の
中
で
も
家
庭
で
も

大
き
な
責
任
が
ず
っ
し
り
と
そ
の
双

肩
に
か
か
る
年
代
で
す
。
そ
ん
な
大

人
た
ち
が
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ

う
に
童
心
に
帰
り
名
前
を
呼
び
合
い

打
ち
解
け
合
え
る
『
50
歳
組
』。
母

校
の
グ
ラ
ン
ド
を
駆
け
め
ぐ
る
「
主

役
」
た
ち
の
さ
わ
や
か
な
笑
顔
が
眩

し
い
程
に
輝
い
て
見
え
ま
し
た
。

こんにちは。山下小ソフトボール
スポーツ少年団です。
私たちは、２年生から６年生まで

15人のチームで活動しています。
その中には、女子も４人入団してい
ます。男子も女子も一緒にボールを
追いかけながら頑張っています。
チームワークも抜群で、９月のロー
タリー旗阿久根・長島大会では準優
勝でした。
練習は、月･水･金曜日の週３回です。夏場は山下小学

校のグランドで、冬場は西目地区改善センターグランド
などで練習しています。今は、来年３月の県ちびっこ大
会に向けてみんなで頑張っています。
ひとつだけ、チームにとって心配なことがあります。

それは、６年生７人が卒業したら、団員が８人になって
しまうことです。とても寂しいことです。
ソフトボールをやってみたいなあ～と思う友だちを探

しています。いつでも入団できますから、グランドに遊
びにきてください。

指導者代表　花木　功　　父母の会代表　赤出康則

─　山下小ソフトボールスポーツ少年団　─

◇日　時　１２月１４日（土）
午前９：３０～午後４：００

１２月１５日（日）
午前９：００～午後３：００

◇会　場　　市民会館及び市民体育館

※地元の特産品が勢ぞろい。
皆さまのご来場をお待ちしています。

今年は、ゲストランナーに旭化成陸上競技部の
佐保希選手・後藤郁代選手を迎えて開催します。

日　時 １２月８日（日） 開会式　午前９時～
場　所 市総合運動公園発着
種　目 ハーフマラソン・１０d・５d・３d

会　場 市総合運動公園内多目的雨天屋内運動場


